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－
、
教
師
像
の
概
念

わ
れ
わ
れ
が
、
　
「
教
師
」
と
呼
ぶ
場
合
、
そ
れ
は
学
童
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
。

　
　
現
在
教
師
像
の
研
究

同
様
に
、

貞

雄

教
育
者
と
呼
ぶ
場
合
も
、

　
　
　
　
五
五

被
教
育
者
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又
は
学
習
者
に
対
し
て
の
み
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
　
（
司
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匂
∩
O
ず
心
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①
一
』
①
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は
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①
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冨
ず
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註
－
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国
女
δ
げ
①
巳
①
の
対
立
語
で
あ
っ
て
、
相
互
に
関
係
す
る
存
在
だ
と
云
っ
て
居
る
。
こ
の
対
立
と
云
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

学
童
に
対
し
教
授
活
動
、
教
導
活
動
、
援
助
活
動
を
主
と
し
て
行
う
も
の
を
教
師
と
呼
ぶ
と
解
し
て
差
し
支
え
な
い
。

　
こ
の
対
立
、
否
、
相
互
関
係
を
、
今
日
の
学
校
と
云
う
教
育
場
に
つ
い
て
、
少
し
く
吟
味
し
て
見
よ
う
。

学
校
と
云
う
社
会
は
他
律
的
に
形
成
さ
れ
る
一
種
の
集
団
で
あ
る
。
即
ち
、
入
学
当
初
、
そ
こ
で
は
、
学
級
は
未
知
の
個
々
の
児
童

の
単
な
る
集
合
体
に
す
ぎ
な
い
。
彼
等
の
間
に
は
何
等
の
相
互
関
係
は
な
い
。
そ
れ
が
、
「
教
師
の
指
導
」
と
云
う
条
件
の
も
と
に
、

相
互
に
交
渉
し
合
い
、
組
織
化
さ
れ
、
統
一
化
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
学
級
が
形
成
さ
れ
る
。
か
、
る
組
織
化
さ
れ
た
社
会
に
於
て
学

習
活
動
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
活
動
に
常
に
最
も
深
く
、
且
つ
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
存
在
は
教
師
で
あ
る
。
第
一
に
、

教
師
は
学
習
活
動
の
方
向
、
範
囲
等
を
決
定
す
る
中
心
的
存
在
で
あ
る
。
第
二
に
、
教
師
は
そ
の
学
級
社
会
の
雰
囲
気
を
醸
成
し
、

維
持
し
、
改
良
し
て
行
く
責
任
を
も
つ
存
在
で
あ
る
。
こ
の
雰
囲
気
の
う
ち
に
棄
て
、
児
童
生
徒
は
、
そ
の
人
格
が
形
成
さ
れ
て
行

く
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
教
師
と
呼
ぶ
場
合
、
そ
れ
は
学
級
の
教
師
の
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
教
師
の
人
格
、
そ
の
教
養
と
態

度
、
そ
の
能
力
と
指
導
技
術
等
は
、
直
接
間
接
に
、
児
童
の
知
的
情
緒
的
発
達
を
規
定
し
て
居
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
出
来
る
で
あ

ろ
う
。

　
次
に
、
わ
れ
わ
れ
が
、
教
育
者
と
呼
ぶ
概
念
は
、
児
童
即
ち
未
成
熟
者
の
う
ち
に
奥
深
く
潜
在
し
て
居
る
価
値
的
個
性
、
天
性
又

は
可
能
性
を
、
そ
の
児
童
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
効
果
的
な
影
響
を
与
え
る
存
在
即
ち
人
物
、
人
格
構
成
に

よ
る
現
実
形
成
者
を
意
味
し
て
居
る
。
こ
れ
に
比
し
、
教
師
は
も
つ
ば
ら
、
教
材
中
心
の
活
動
者
即
ち
技
術
者
を
意
味
す
る
傾
向
が



あ
る
。
然
し
乍
ら
、
前
述
の
学
級
の
中
で
の
教
師
の
占
む
る
位
置
、
役
割
を
洞
察
す
る
な
ら
ば
、
教
師
の
本
質
的
な
も
の
の
う
ち
に

は
、
教
育
者
の
意
味
す
る
も
の
が
滋
っ
て
居
る
。
否
、
濠
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
存
在
の
意
味
は
な
い
。
故
に
、
ケ
ル
シ
ェ
ン
シ

ュ
タ
イ
ナ
ー
（
O
．
閑
①
窃
。
冨
昌
。
・
仔
①
ぎ
①
目
弘
◎
。
麟
占
㊤
も
。
b
。
）
が
、
教
師
を
学
校
教
育
活
動
に
於
け
る
教
育
者
だ
と
強
く
主
張
し
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

の
は
当
然
な
事
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
宗
像
氏
が
、
教
師
と
教
育
者
は
同
一
の
概
念
で
は
な
い
が
、
両
者
は
実
際
上
同
一
人

格
の
両
面
で
あ
る
。
従
っ
て
、
教
育
者
で
な
い
学
校
教
師
は
良
い
教
師
と
は
云
え
な
い
と
論
じ
て
居
る
の
も
、
う
な
づ
け
る
事
で
あ

（
註
5
）

る
＾
、　

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
教
師
の
概
念
、
機
能
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
次
は
、
　
「
教
師
像
」
の
意
味
す
る
も
の
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
師
像
の
研
究
と
云
っ
た
場
合
、
理
想
的
な
教
師
の
資
質
、
精
神
構
造
、
生
活
態
度
、
活
動
の
あ

り
方
の
分
析
的
綜
合
の
究
明
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
演
繹
的
方
法
に
よ
る
教
師
像
研
究
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
に
、
ケ
ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
も
の
が
あ
る
。
彼
は
、
教
師
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

を
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
（
国
．
Q
乃
℃
雷
富
㎝
窪
・
H
㊤
Q
。
b
Q
－
）
　
の
生
活
類
型
に
し
た
が
っ
て
、
　
「
社
会
的
人
間
」
に
属
す
る
人
格
形
態
で
あ
る
と

考
え
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
居
る
。

　
　
教
育
者
は
、
社
会
の
精
神
的
奉
仕
に
献
身
す
る
と
こ
ろ
の
、
社
会
的
基
本
的
タ
イ
プ
の
生
活
型
で
あ
っ
て
、
こ
の
生
活
型
は
、
無
限
の
価
値
の
将

　
　
来
に
於
け
る
独
自
の
担
い
手
と
し
て
の
、
成
長
し
つ
x
あ
る
未
成
熟
者
へ
の
純
粋
な
愛
情
か
ら
、
そ
の
無
限
の
価
値
独
特
の
陶
冶
性
の
割
合
に
応

　
　
じ
て
、
常
に
確
実
に
、
こ
の
価
値
に
感
化
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
生
活
型
は
、
上
述
の
愛
情
を
行
為
に
表
わ
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

　
　
と
を
も
っ
て
、
そ
の
最
高
の
満
足
を
み
い
だ
す
も
の
で
あ
る
。
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彼
は
こ
れ
に
敷
彷
し
て
、
教
育
者
の
本
質
的
構
造
と
し
て
次
の
四
つ
の
因
子
を
挙
げ
て
居
る
。

即
ち

五
八

　
e
　
児
童
生
徒
の
個
性
的
発
展
を
図
る
こ
と
に
純
粋
の
満
足
を
感
ず
る
こ
と
。

　
　
　
生
徒
の
も
つ
陶
冶
性
に
応
じ
て
、
そ
の
個
有
の
精
神
の
傾
向
を
効
果
的
に
実
現
す
る
能
力
を
も
つ
こ
と
。

　
⇔
　
発
達
し
つ
つ
あ
る
人
格
、
即
ち
価
値
の
担
い
手
と
し
て
の
未
成
熟
な
魂
に
真
剣
に
と
り
組
む
熱
情
の
所
有
者
た
る
こ
と
。

　
　
　
生
徒
の
発
達
に
持
続
的
に
影
響
を
与
え
ん
と
す
る
強
い
意
志
と
創
造
的
知
性
を
も
つ
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　

　
又
、
わ
が
国
に
於
て
も
、
最
近
正
木
氏
は
、
同
じ
研
究
方
法
に
よ
っ
て
、
教
師
の
本
質
的
な
も
の
と
し
て
、
e
自
己
の
設
定
す
る

教
育
目
標
に
向
っ
て
、
全
く
自
由
意
志
を
も
つ
て
努
力
し
て
行
く
主
体
性
、
⇔
そ
の
基
本
的
態
度
、
性
格
の
根
底
に
は
情
熱
と
教
育

愛
、
⇔
教
育
技
術
、
㈱
創
造
的
叡
知
等
に
分
析
し
て
居
る
。

　
以
上
、
二
つ
の
演
繹
的
教
師
像
で
明
ら
か
な
如
く
、
本
質
的
な
要
素
と
し
て
、
】
面
に
は
特
性
即
ち
先
天
的
素
質
と
そ
の
発
達
、

他
の
面
に
は
生
活
類
型
即
取
得
性
的
要
素
と
そ
の
発
達
の
二
面
の
観
点
に
立
っ
て
見
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
教
師
像
研
究
の
重
要
性

　
現
実
の
教
師
は
、
勿
論
理
想
像
か
ら
は
著
し
い
距
離
に
あ
る
。
然
し
現
実
の
教
師
の
普
遍
的
特
徴
を
現
実
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

出
来
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
現
実
像
と
理
想
像
と
の
密
接
な
関
係
が
生
来
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
現
実
の

教
師
の
研
究
は
、
理
想
像
設
定
と
相
器
っ
て
教
育
活
動
の
実
際
問
題
と
し
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

即
ち
教
師
像
研
究
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
教
育
学
研
究
の
他
の
多
く
の
領
域
と
同
じ
よ
う
に
教
育
の
根
底
を
な
す
も
の
で
あ
る
。



良
い
教
師
、
好
ま
し
か
ら
ぬ
教
師
と
は
ど
ん
な
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
、
又
、
ど
う
ず
れ
ば
良
い
教
師
は
養
成
出
来
る
か
、
又

は
、
教
師
の
選
択
、
現
職
者
の
修
養
、
教
師
活
動
の
規
準
、
勤
務
の
評
価
等
に
資
せ
ん
と
す
る
の
が
、
こ
の
研
究
領
域
の
目
的
で
あ

る
。　

特
に
、
敗
戦
を
経
験
し
た
日
本
教
育
界
に
於
け
る
現
代
の
教
師
の
姿
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
極
端
な
る
類
型
が
見
ら
れ
る
。
即

ち
、
聖
職
型
、
或
い
は
労
働
者
型
、
或
い
は
無
置
型
と
云
う
が
如
き
で
あ
る
。
将
来
、
こ
れ
が
如
何
に
解
決
さ
れ
る
か
と
云
う
こ
と

を
考
え
る
と
理
想
像
を
再
び
描
く
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
過
去
八
年
間
に
一
二
二
八
名
の
男
女
教
育
実
習
生
を
二
十
二
の
実

習
協
力
校
に
送
っ
た
。
二
週
間
の
集
中
教
生
々
活
終
了
直
後
の
調
査
に
依
れ
ば
、
理
想
が
な
い
と
云
う
現
実
を
二
っ
て
教
職
に
就
く

こ
と
を
騨
濡
す
る
も
の
が
、
実
に
そ
の
一
七
％
一
八
○
名
に
達
し
て
居
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
唐
沢
氏
は
近
著
「
教
師
の
歴
史
」
の

中
で
示
唆
に
富
ん
だ
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
居
る
。
即
ち
『
最
近
あ
っ
た
あ
る
教
師
が
、
　
「
過
去
に
は
教
師
像
が
あ
っ
た
け
れ

ど
も
、
現
代
で
は
教
師
像
な
ん
て
も
の
は
な
い
。
自
分
に
は
教
師
像
が
つ
か
あ
な
い
」
と
告
白
し
て
居
る
。
案
外
こ
の
よ
う
な
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

の
告
白
i
教
師
像
の
喪
失
一
こ
そ
現
代
の
教
師
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
』

　
　
　
　
　
　
　
　
3
、
教
師
像
研
究
の
史
的
概
観

　
過
去
に
於
て
行
わ
れ
た
教
師
像
の
諸
研
究
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
常
に
児
童
・
生
徒
・
学
習
者
と
の
関
連
、
又
は
生
徒
の
人
格
形
成

に
及
ぼ
す
そ
の
影
響
力
と
云
う
点
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
方
法
的
に
、
そ
の
多
く
の
研
究
を
ま
と
め
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
e
　
演
繹
的
方
法
に
依
る
も
の

　
　
　
現
在
教
師
像
の
磧
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
現
在
教
師
像
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六
〇

　
主
と
し
て
ド
イ
ツ
教
育
界
に
於
て
久
し
い
間
行
わ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
さ
き
に
述
べ
た
ス
プ
ラ
ン
ガ
ー
、
ケ
ル

シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
等
の
教
育
学
者
は
教
師
論
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
に
於
て
は
沢
柳
政
太
郎
（
H
Q
ρ
①
α
一
H
㊤
b
の
『
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　

教
師
の
人
間
性
を
力
説
し
、
最
近
で
は
前
述
の
正
木
氏
を
も
つ
て
代
表
的
な
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
⇔
　
帰
納
的
方
法
に
依
る
も
の

　
こ
の
方
法
は
教
育
学
上
の
基
礎
概
念
か
ら
で
は
な
く
、
も
つ
ば
ら
、
教
育
的
事
実
、
学
習
指
導
の
実
際
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ

る
。
研
究
対
象
に
依
っ
て
次
の
如
く
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
a
、
教
師
自
身
の
経
験
及
び
自
己
評
価
。

　
b
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
質
問
紙
法
及
び
品
等
尺
度
法
を
用
い
て
な
さ
れ
る
好
き
嫌
い
の
教
師
像
、
良
い
悪
い
の
教
師
評
価
。

　
℃
、
教
師
、
校
長
及
び
教
育
行
政
官
に
対
し
て
の
質
問
紙
法
及
品
等
法
を
用
い
て
の
教
師
像
。

　
d
、
客
観
的
資
料
、
即
ち
生
徒
の
成
業
率
に
よ
る
測
定
法
及
び
予
診
的
性
質
を
も
つ
た
教
師
の
為
あ
の
専
門
的
適
性
テ
ス
ト
。

　
e
、
生
徒
の
理
想
の
教
師
を
描
い
た
綴
方
、
又
は
恩
師
の
人
格
、
教
育
活
動
に
つ
い
て
の
追
想
。

　
f
、
現
職
教
師
の
実
践
記
録
。

か
く
の
如
く
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
居
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
関
係
の
あ
る
．
教
師
及
び
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
項
を
改
め
て
吟
味
す
る
。

　
⇔
　
歴
史
的
方
法
に
依
る
も
の

　
教
育
史
上
、
著
名
な
る
教
育
学
者
及
び
実
践
家
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
、
人
物
、
心
理
的
精
神
的
特
性
等
を
伝
記
、
自
叙
伝
等
を



分
析
し
綜
合
的
に
集
録
し
て
教
師
像
を
描
出
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
こ
の
種
の
研
究
に
属
す
る
も
の
に
は
、
前
述
の
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
、
過
去
の
教
育
学
者
が
あ
げ
た
教
師
の
資
質
を
ま
と
め
た
心
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
m
）
　
　
　
（
註
1
1
）
　
　
　
（
註
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）
　
　
　
（
註
1
4
）

的
図
式
は
よ
く
知
ら
れ
て
居
る
。
我
が
国
に
於
て
は
比
較
的
多
く
宗
像
氏
、
石
谷
氏
、
正
木
氏
、
林
・
勝
田
両
氏
、
唐
沢
氏
、
其
の

他
に
も
良
き
研
究
が
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
児
童
生
徒
に
よ
る
教
師
評
価
の
研
究
を
吟
味
す
る
と
き
が
来
た
。
こ
の
種
の
研
究
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
居
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　

の
信
頼
値
は
比
較
的
高
く
、
且
つ
重
要
視
さ
れ
て
来
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ぬ
　

　
ω
　
先
ず
、
　
ベ
ル
（
切
①
F
q
∩
・
）
の
も
の
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
生
徒
が
よ
い
感
化
を
受
け
た
と
思
う
教
師
と
、
悪
い
感
化

を
受
け
た
と
思
う
教
師
に
つ
い
て
の
調
査
を
し
た
。
そ
の
結
果
を
見
る
と
（
良
い
感
化
）

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
時
期
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
を
受
け
た
そ
の
期
間

　
　
女
子
　
一
一
一
一
七
才
　
頂
点
は
一
四
才
　
一
年
間
が
大
部
分

　
　
男
　
子
　
　
一
二
一
一
九
才
　
　
〃
　
　
一
六
才
　
　
女
子
に
同
じ

　
　
　
　
（
こ
れ
に
比
し
悪
い
感
化
を
受
け
た
期
間
は
一
年
位
早
く
、
指
導
期
間
は
殆
ど
差
は
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
じ
　

　
勃
　
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
教
師
養
成
大
学
の
学
生
の
あ
げ
る
良
い
教
師
の
資
質
を
ま
と
め
て
居
る
。
即
ち

　
良
い
性
質
の
順
位

　
　
　
現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
齢

　
ユ
ー
モ
ア
、
公
平
、
熟
慮
、
親
し
み
、
清
潔
な
外
貌
、
服
装
、
快
い
声
、
惹
き
つ
け
る
力
、
生
徒
一
人
一
人
へ
の
興
味
と
理
解
、

誠
実
等
。

　
悪
い
性
質
の
順
位

　
不
公
平
、
無
思
慮
、
い
や
な
声
と
服
装
、
皮
肉
、
狡
狢
、
下
等
な
言
葉
、
お
天
気
や
、
杓
子
定
規
、
無
感
情
等
。

　
良
い
指
導
方
法

　
宿
題
が
明
瞭
、
指
導
案
が
組
織
統
一
化
さ
れ
て
居
る
、
単
元
終
了
毎
に
テ
ス
ト
の
あ
る
こ
と
、
板
書
使
用
、
体
験
に
基
い
た
説
明
、

前
時
の
復
習
、
ク
ラ
ス
に
於
け
る
討
議
が
旺
盛
等
。

　
好
ま
し
く
な
い
指
導
方
法

　
不
合
理
な
宿
題
、
教
授
内
容
の
貧
困
、
生
徒
を
子
供
扱
い
す
る
、
不
合
理
な
テ
ス
ト
、
ま
と
ま
り
が
な
い
等
。

　
㈲
　
フ
レ
イ
ザ
ー
及
び
ア
ア
メ
ン
ト
ウ
ト
は
小
・
中
学
生
↓
九
〇
〇
〇
人
に
対
し
「
生
徒
を
一
番
よ
く
助
け
て
呉
れ
る
先
生
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
8
）

ど
ん
な
先
生
か
？
・
」
と
の
質
問
に
対
し
、
手
紙
で
答
え
さ
せ
る
と
云
う
大
規
模
な
調
査
を
こ
こ
ろ
み
た
。
そ
の
結
果
を
指
摘
数
の
最

も
多
い
も
の
の
順
に
拾
っ
て
見
る
と

　
　
　
A
、
教
育
能
力

　
　
　
a
　
勉
強
を
助
け
て
く
れ
る
。

　
　
　
b
　
厳
格
で
あ
る
。

　
　
　
c
　
教
え
方
に
表
れ
る
性
格
は
、
1
克
己
、
正
直
、
親
切
、
自
信
、
従
順
、
公
正
。



fedcba　C． fedcba 具f・d

　
わ
が
国
に
於
け
る
こ
の
種
の
研
究
は
佐
藤
氏
の
報
告
を
除
く
と
、

に
あ
る
と
云
え
よ
う
。

　
　
　
現
在
教
師
像
の
研
究

明
確
な
宿
題
、
生
徒
を
専
念
さ
せ
る
。

厳
、
緩
、
宜
し
き
を
得
て
居
る
。

そ
の
他
、
勉
強
を
愉
快
に
さ
せ
る
、
本
ば
か
り
で
な
い
、
評
価
が
正
直
で
公
平
、
生
徒
の
相
手
に
な
る
等
。

人
が
ら

忍
耐
強
い
。

親
　
切
。

愉
快
、
元
気
、
お
も
し
ろ
い
、
よ
い
冗
談
。

ユ
ー
モ
ア
。

服
装
や
室
内
が
清
楚
。

そ
の
他
、
物
慣
れ
て
居
る
、
規
則
的
、
健
康
体
、
聰
明
等
。

生
徒
と
の
関
係

よ
い
市
民
と
な
る
よ
う
に
生
徒
を
鼓
舞
し
て
く
れ
る
。

公
　
平

挫
折
し
な
い
よ
う
に
は
げ
ま
し
て
呉
れ
る
。

生
徒
の
活
動
に
興
味
を
も
つ
。

友
誼
的
で
あ
る
。

そ
の
他
、
生
徒
を
信
ず
る
、
ク
ラ
ス
外
の
事
に
つ
い
て
も
生
徒
を
知
っ
て
い
る
、
協
力
的
、
生
徒
間
の
指
導
力
を
み
と
め
る
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
殆
ん
ど
が
最
近
十
年
以
降
の
も
の
で
、
未
だ
に
研
究
途
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
1
）

　
　
　
　
こ
れ
等
の
研
究
は
、
沢
田
氏
が
、
指
摘
し
て
居
る
よ
う
に
教
師
と
生
徒
と
の
相
互
作
用
、
即
ち
両
者
間
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

も
し
出
さ
れ
る
力
動
的
関
係
の
素
材
に
対
す
る
因
子
的
分
析
、
整
理
等
に
は
余
り
留
意
さ
れ
て
居
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
資
料
を
得
る
方
法
並
び
に
整
理
方
法
が
未
分
化
で
あ
り
、
区
々
で
あ
る
為
め
、
例
え
そ
の
結
果
の
信
頼

値
は
高
い
と
し
て
も
、
比
較
研
究
の
不
便
及
び
標
準
化
又
は
普
遍
性
を
つ
か
み
得
な
い
と
云
う
事
実
は
、
依
然
予
診
の
域
を
出
な
い

と
思
う
。

　
そ
の
多
く
の
研
究
中
、
上
武
氏
が
大
中
都
市
及
び
田
舎
に
於
け
る
小
学
校
一
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
迄
の
男
女
四
五
三
八
名
に
対

し
、
　
「
あ
な
た
は
ど
ん
な
先
生
が
一
番
好
き
で
す
か
」
の
質
問
を
出
し
、
自
由
列
挙
法
に
依
っ
て
書
か
せ
た
研
究
は
注
目
に
価
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ね

も
の
で
あ
る
。
集
っ
た
資
料
は
八
項
目
に
分
類
し
、
整
理
さ
れ
た
。
報
告
さ
れ
た
第
2
、
3
、
4
、
6
、
7
、
9
の
意
表
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
が
拾
っ
た
反
応
度
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

度応反

3　e　2　1　1　i　No．

分

類

全
生
徒
の
反
応
％

il　1

2i4愉

3i学
司学窟

5校i対

一i
61
．一．．1一

す

る

　
　
能
力
・
学
識
に
関
す
る
も
の

　
「
　
　
入
格
・
性
格
に
関
す
る
も
の

叫
細
に
學
る
も
∵
⊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

生
写
に
関
す
る
も
・
　
｛

　
一

　五　i
　　六　1九
　　〇　　1　　●

　　九　1三
　　〇　10
　　　　　i
　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　ロ　コ

　　＿　2＿

　　　　　　

　　6．18i　　　　　　　2．33
　　一一一一L　　　t＿

　　　　　　
4・20トー9・40

－5．i3「怠吊

　　　　　ト

一6．　651－1　．　80

2．021－1．59

…
四
三
・
同
職

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
〇
・
八
二
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一

一一 P6．20

1：中…反

7i学体
，一．11の

31校1増

「一¥
塙膨
z．1．．E

3校m

1．12一〇．　70

　
1
一1

　
1

2．　91

16．　65

2．　48

3．40

2．0914．　033．19

15．581　O．85

1．31t　7．62

O．　83

3．　541．78

12，　721 O．68

一5，　36i　8．　10

14．　32

－23．　24

O．　66

一1．56



第1表
「
I
I
・

5

外
貌
に
関
す
る
も
の

○
・
六
八

7L6
性
・
年
令
に
関
す
る
も
の

一
・
九
四

言
語
に
関
す
る
も
の

一
・
五
二

［

　7＝tコー一一

　O．　61

　1．46

－1．54

　2，　48

8

そ
　
の
　
他

○
・
八
二

＝
一t一一一＝一　z＝＝．＝ユ＿一＝一一　＝．一＝

一〇．　40

一〇．　02

　5．99

－4．22

　7．　38

　
　
　
　
（
註
、
全
生
徒
の
反
応
の
％
は
原
報
告
表
の
も
の
で
あ
る
が
、
統
計
に
不
明
な
点
が
あ
る
と
思
う
。
）

　
第
一
表
で
自
明
の
如
く
、
反
応
の
五
七
％
は
人
格
、
性
格
に
関
す
る
も
の
で
、
次
に
指
導
に
関
す
る
も
の
が
四
一
％
、
第
三
番
が

能
力
・
学
識
に
関
す
る
も
の
で
九
％
で
あ
る
。
前
学
年
に
対
す
る
反
応
の
増
減
で
は
、
全
般
的
に
見
て
、
高
学
年
は
増
大
し
て
居
る

と
云
う
以
外
に
は
余
り
意
味
が
な
い
。

　
次
に
分
類
別
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
小
学
六
年
生
、
中
学
二
年
生
、
高
校
二
年
生
の
立
場
か
ら
分
析
し
て
見
る
と
、
第
二
表
の
如

き
結
果
を
示
す
。
即
ち

　
学
年
間
に
於
け
る
は
っ
き
り
し
た
傾
向
は
、
学
問
、
運
動
、
芸
能
、
や
さ
し
い
、
明
朗
、
お
こ
ら
な
い
、
ユ
ー
モ
ア
、
よ
く
教
え

る
、
理
解
の
あ
る
等
の
反
応
度
に
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。

現
在
教
師
像
の
研
究

六
五



第2表　条件（因子）分析

分
類

能
力
・
学
問

人
格
・
性
格
に
関
す
る
も
の

趣
味

＼学年レ1・六忙僑二
条漕噛

頭脳、実力

教養、常識

学　　問

教　　科

運動、芸能

％闇…多

＿塑
O．　84

1．12

O．　28

T．’io

2．　76

黒し・・h2遍6

ほがらか、明朗

親　切

親しみやすい

面白い、愉快

おこらない、

叱らない
ユーモアに富
TisTtvtttt　．tu－r一

気持よい、さ
っぱり

はきはきした

可愛がる、面
倒みる

熱心な

少しおこる

真面目

おとなしい

外49条件

3．08

、曙

4．　76

2．　80

．”一

2．　80

m瓶
1．40

＿～：墨

5．　29

7．13

7．　36

5．　75

4．　14

3．　22

O．92

1．　84

7．　82

1．38

．69

1．15

丑日！

2．09

O．　26

3．　29

6．　38

3．　30

趣味が広い

同じ趣味

O．　88

13．42

8．　58

8．　14

3，　30

O．　88

11．88

3．　52i

2．　64

1．　32

1．54

．66

1．98

2．　42

j　2．　s6

斌4

％

分
　
類

外喀貌糊
｝美しい、きれ
1い
観
　　清潔な

O，　28

0．84

二中

％

指
導
に
関
す
る
も
の

よく親切に熱
心に教える
公平、ひいき
しない

理解のある

に
じ
じ
同職
b

と
し
る

徒
急
な

生
行
に

本を読んでく
れる話をして
くれる

試験の点が甘
い

外に33件

望
6J．S25

24．　64［　17．　94

10．641　10．12

O．　56 5．　98

　　　2．76

　2．521　1．15

．一mL1一

48
・

1

二高

％

性
・
年
令

指教二

女・教師

ff．6－6

O．　44

其
他

10．12

10．12

22．　22

5．94

1．76

2二留

若い先生

O．　231

0．23｝τ：勲

O．461　2．20

5条件 。．s4
P　o．231　o・44

－
貯

現
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六



　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
本
研
究
の
問
題

　
緒
言
に
於
て
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
わ
れ
わ
れ
は
児
童
生
徒
の
評
価
す
る
良
い
教
師
、
悪
い
教
師
の
内
容
は
、
教
育
学
研
究
上
極

め
て
重
要
な
資
料
だ
と
考
え
て
居
る
。
又
同
時
に
、
教
師
を
評
価
し
た
そ
の
児
童
生
徒
の
指
導
に
当
っ
て
居
る
教
師
が
描
く
教
師
像

と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
？
・
児
童
の
そ
れ
と
の
間
に
如
何
な
る
相
関
が
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？
・
と
言
う
こ
と
も
同
じ

よ
う
な
比
重
を
も
つ
と
考
え
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
既
に
、
わ
が
国
内
外
の
数
個
の
尊
い
研
究
を
概
観
し
た
。
そ
の
う
ち
、
サ
ン
ホ
ー
ド
・
ベ
ル
の
み
が
、
学
生
に
対

し
「
君
が
よ
い
感
化
を
受
け
た
と
思
う
教
師
に
つ
い
て
次
の
各
項
に
答
え
な
さ
い
」
と
、
到
着
の
程
度
は
あ
っ
て
も
、
過
去
に
於
て
、

学
生
が
体
験
し
た
具
体
的
な
現
実
に
基
づ
い
て
の
資
料
で
あ
る
。
石
心
や
上
武
氏
は
生
徒
の
好
き
、
嫌
い
の
観
点
に
立
っ
て
の
研
究

で
、
な
か
ば
具
体
性
は
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
生
徒
の
知
覚
、
情
緒
及
び
欲
下
等
に
依
っ
て
、
可
な
り
の
条
件
付
け
は
ま
ぬ
が

れ
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
他
の
研
究
の
多
く
は
、
児
童
生
徒
の
過
去
の
体
験
に
基
く
抽
象
的
な
判
断
、
評
価
に
資
料
の
根

拠
を
お
い
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ベ
ル
の
方
法
に
基
い
て
、
生
徒
が
過
去
に
於
い
て
経
験
し
た
多
く
の
中
か
ら
、
　
「
こ
の
先
生
が
一
番
良
い

先
生
で
あ
っ
た
」
と
云
う
一
入
の
先
生
を
選
出
し
て
、
そ
の
先
生
に
つ
い
て
書
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。
従
っ
て
、
良
い
先
生
な
ど
に
、

今
迄
出
会
わ
な
か
っ
た
と
云
う
児
童
生
徒
も
当
然
居
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
の
結
果
の
叢
る
部
分
は
、
ベ
ル
及
び
上
武
氏
の
結
果
と

対
比
し
、
又
現
職
教
師
の
結
果
と
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
。
即
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
問
題
は
次
の
各
項
を
究
明
せ
ん
と
す

　
　
　
現
在
教
師
像
の
研
究
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現
在
教
師
像
の
研
究

る
に
あ
る
。

　
－
、
生
徒
学
生
が
体
験
し
た
教
師
像
の
構
成
要
素
の
序
列
。

　
2
、
教
師
像
の
性
及
び
年
令
別
の
内
容
。

　
3
、
そ
の
要
素
の
内
容
。

　
4
、
現
職
教
師
の
指
摘
す
る
教
師
像
の
構
成
要
素
の
序
列
。

　
5
、
そ
の
要
素
の
内
容
。

　
　
　
以
上
の
結
果
と
既
往
研
究
の
結
果
と
の
対
照

　
こ
こ
に
報
告
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
一
、
2
及
び
3
に
関
す
る
も
の
の
み
に
つ
い
て
ゴ
あ
る
。

稿
に
ゆ
ず
る
。

六
八

問
題
4
及
び
5
に
つ
い
て
は
他
の

二
、
研
　
究
　
方
　
法

　
1
、
時
　
　
期

　
調
査
は
昭
和
三
十
二
年
九
月
よ
り
十
月
に
亘
っ
て
、
当
時
の
相
愛
女
子
短
大
第
二
学
年
の
教
育
実
習
生
諸
君
が
、

よ
っ
て
、
実
習
協
力
校
の
教
生
指
導
教
官
の
協
力
の
も
と
に
、
分
担
実
施
し
た
。

　
2
、
方
法
は
九
項
に
答
え
る
質
問
法
で
、
用
い
た
用
紙
は
噂
①
o
ヨ
×
ω
。
。
o
目
の
形
に
次
の
如
く
印
刷
し
て
あ
る
。

筆
者
の
計
画
に
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六
九

　
3
、
被
験
者
は
、
中
学
・
高
校
及
び
大
学
二
年
生
及
び
小
学
校
六
年
生
男
女
二
三
一
六
名
に
し
て
、

校
は
何
れ
も
大
阪
市
内
の
公
立
学
校
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
第
三
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

相
愛
．
学
園
の
三
校
を
除
く
九

相愛教生資料

　　　　　　　　　　　　一一一］
（調査者がはじめに終り迄朗読し、質問に答え、それからはじめる。30－40分を与える）｛

1．学校名　2．学年　3．学級　4．学生男女（どちらかを消す）

5．記入年月日　6，なまえ（記入してもしなくともよい）

あなたにとって良い先生は誰でしたか

今迄のあなたの先生のうちで、よい先生だと思う先生を一人

思い出して下さい。その先生の名前を書くのではありません。

その先生について次のおのおのについて最も強く感じている

ことを一つだけ書き入れて下さい。（時間は充分ありますか

ら、ゆっくりと、けれどもとなりの人と話し合ったり、見た

り、見せたりすることはいけない。）　よかった先生がなけれ

ば書き入れなくともよい、けれどよく考えてごらんなさい。

1．その先生はどんな性格、性質であったか。

　　答

2，その先生の趣味としてはどんなものがあったか。

　　答

3．女の先生か、男の先生か、又何純理であったか。

　　女＿．＿．．　＿一＿才
　　　　　　　　　　　　　（大体何才か）
　　男　一．．．．＿．．t一＿一一一．．．一．一．才

4．教える事がらはいつもよく知って居たか、それとも取り立て

　てそんなことは感じないか。

　　答

5．教えること以外の教養、知識、経験の程度は。

　　答

6．私との関係で、その先生について忘れられないことは一体何

　であったか。

　　答

7、その先生の教え方は上中下のうちどれだろうか。

　　答

8．その先生はよく勉強，研究しただろうか。

　　答

9．以上の1から8迄のうちでその先生について最も強く感じて
　居るものを○でかこみなさい。（下に番号がある）

　　　　　　1　2　3　4　5　6　7　8
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第3表被験者

記
　
　
名
　
　
率

（％）

回
　
　
答
　
　
率

（．％）

被
　
験
　
者
　
数

性

別

学

校

数

学
校
・
学
年
別

89

67

75

83

V8
男
女
計

3
六
年
生

小
学
校

8
1

687

642

329

男
女
計

3
二
年
生

中
学
校

6095

298

445

743

男
女
計

4
二
年
生

高
　
　
校

20100

25

T8

W3

男
女
計

2
二
年
生

大
　
　
学

59．087．　8

1093

1223

2316

．
男
女
計

12計

　
4
、
予
備
調
査

　
昭
和
三
十
二
年
九
月
、
S
中
学
校
一
年
生
二
組
の
四
十
八
名
の
自
然
学
級
を
対
象
に
筆
者
自
身
の
手
に
よ
り
、
謄
写
刷
り
を
用
い

て
集
団
と
同
じ
学
級
の
名
列
に
よ
り
奇
数
生
徒
二
十
四
名
の
個
別
面
接
に
よ
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
調
査
質
問
に
若
干
の

修
正
を
加
え
た
。
又
集
団
と
個
別
の
結
果
に
つ
い
て
、
次
項
に
於
い
て
述
べ
る
評
価
方
法
に
よ
り
得
た
数
価
に
基
い
て
そ
の
相
関
を

算
出
し
て
み
る
と
同
”
ρ
り
Q
。
卜
。
と
な
り
、
そ
の
信
頼
性
の
高
い
こ
と
を
発
見
し
た
。



三
、
整
理
方
法

1
、
質
問
3
と
9
を
第
一
に
統
計
し
た
。
こ
、
で
不
明
瞭
な
も
の
は
除
去
し
た
。

2
、
八
要
素
別
に
そ
の
反
応
を
各
学
校
毎
に
集
計
し
た
。

3
、
各
要
素
領
域
に
属
し
な
い
反
応
は
一
応
除
去
し
た
。

4
、
各
要
素
一
反
応
に
対
し
て
は
3
点
の
評
価
値
を
与
え
た
。

5
、
各
要
素
に
二
反
応
あ
っ
た
場
合
は
一
反
応
に
対
し
隠
点
、
三
反
応
あ
っ
た
場
合
は
各
1
点
の
数
値
を
与
え
、
四
反
応
以
上
あ

　
つ
た
場
合
は
主
要
反
応
を
三
種
目
ま
と
め
、
他
は
除
却
し
た
。
然
し
乍
ら
結
果
か
ら
見
て
、
三
種
以
上
の
反
応
は
殆
ん
ど
見
ら

　
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
＼
に
報
告
す
る
場
合
は
反
応
即
ち
因
子
の
数
を
基
礎
と
し
て
整
理
し
た
。
然
し
、
評
価
値
は
集
団

　
及
び
個
人
調
査
結
果
の
相
関
係
数
算
出
に
あ
た
っ
て
は
極
め
て
有
効
で
あ
っ
た
。

6
、
教
師
の
性
及
び
年
令
に
関
す
る
要
素
は
別
に
扱
っ
た
。

7
、
既
往
研
究
の
対
比
研
究
は
結
果
概
要
の
各
項
で
対
比
が
要
当
で
あ
っ
て
、
且
つ
可
能
な
も
の
の
み
に
つ
い
て
す
る
こ
と
に
し

　
た
。

四
、
結
果
の
概
要

　
、
1　

　
　
現
在
教
師
像
の
研
究

最
も
強
い
印
象
を
も
つ
て
居
る
教
師
像
構
成
の
要
素
の
順
位
を
第
4
表
に
依
っ
て
み
る
と

七
一



第4表　最も強い印象をもつた要素順位

現
在
教
師
像
の
研
究

大学2年高校2年

印
象
順
位

1
　
　
　
5
　
　
　
7

中学2年

因
子
種
数

　
　
　
　

．
回
答
率
％

　
　
　
（

印
象
順
位

因
子
種
数

　
　
　

回
答
率
％

　
　
（

印
象
順
位

因
子
引
数

　
　
　

回
答
率
％

　
　
（

　
　
印
象
順
位

昨嘩
．
學
媛

イ
．
回
答
率
紛

　
　
　
　
（

番1＼遍羅

号論難
22

@
7

㎜
8
5 1582

20

12

　4

10

6

2

4

3

84

@
9
4
　
8
8
　
9
1

つ
G
　
　
　
7
　
　
　
6

19

@
2
1
　
1
5
17i　1

憶li

E「万

鮪
％
π
｝
9
6
函94
@
9
5

4
6
7
1
2
3
．
5

28

@
2
8
　
2
1
　
1
1
．
9

8

77

@
6
3

＝
」
　
　
4

函
運
餌

7
　
　
　
1

82
2
．
3 711 96

22

@
1
4
．
3eU
　
　
　
7
　
　
　
5
　
　
　
7

77

@
7
8
　
6
0
　
3
2
　
8
1
　
8
0
　
7
5

性格・入側

味趣

一般教養
理解・情熱

教材のマステリー

指導技術

研究態度

⊥
∴
3
4
5
一
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

a
、
大
学
生
は
一
位
が
人
格
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
答
、
第
二
位
が

　
教
材
を
充
分
消
化
し
て
居
る
こ
と
が
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
答
、

　
第
三
位
が
絶
え
ざ
る
研
究
態
度
、
第
四
位
が
指
導
技
術
で
あ
る
。

b
、
高
校
生
の
一
位
は
教
育
愛
・
理
解
、
二
位
が
人
格
・
性
格
、
三

　
位
が
真
北
な
研
究
態
度
、
四
位
は
大
学
生
と
同
じ
く
指
導
技
術
と

　
な
っ
て
居
る
。

c
、
中
学
生
の
一
位
は
理
解
し
て
呉
れ
る
先
生
、
愛
情
を
示
し
て
呉

　
れ
る
先
生
で
、
二
位
が
教
材
消
化
で
あ
る
。
指
導
技
術
は
第
三
位
、

　
人
格
・
性
格
が
四
位
と
な
っ
て
居
る
。

d
、
小
学
生
は
中
学
生
と
同
じ
く
、
自
分
を
理
解
し
愛
し
て
く
れ
る

　
先
生
が
一
位
で
、
教
え
る
事
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
居
る
こ
と
が

　
二
位
、
三
位
は
指
導
の
上
手
な
先
生
、
四
位
は
趣
味
で
あ
っ
て
、

　
人
格
、
研
究
態
度
と
云
う
よ
う
な
要
素
は
余
り
問
題
に
な
ら
な
い
。

e
、
以
上
に
よ
っ
て
自
明
の
如
く
、
大
学
生
に
は
、
人
格
、
教
材
の

　
消
化
、
研
究
態
度
等
に
比
重
が
あ
る
が
、
小
中
高
校
生
に
は
、
自

　
分
を
理
解
し
て
呉
れ
る
、
教
育
情
熱
旺
盛
な
る
先
生
は
忘
れ
ら
れ



　
な
い
要
素
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
然
る
に
、

f
、
こ
の
印
象
要
素
を
全
被
験
者
を
通
じ
て
見
る
と

g
s

弼

と

な

る
　O　（7）　（6）　（5）　（4）　（3）　（2）　〈1）

性
格
・
人
格

教
材
の
マ
ス
テ
リ
ー

理
解
し
て
い
る
、
愛
情

教
え
方
上
手

研
究
態
度
の
真
創
性

趣
味
の
豊
か
な
先
生

一
般
教
養
・
知
識

八
七
・
五
％

八
七
・
○
％

八
七
・
○
％

八
六
・
○
％

八
三
・
○
％

七
四
・
七
％

六
八
。
0
％ 大

学
生
に
は
教
師
の
入
格
が
最
も
重
い
要
素
で
あ
る
。

　
　
前
項
に
示
し
た
も
の
を
み
る
と
各
要
素
と
も
、
印
象
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
な
づ
け
る
。
首
位
の
人
格
・
性
格
と
尾
位

　
の
一
般
教
養
・
知
識
と
の
差
は
一
九
・
五
％
の
差
で
あ
る
。
こ
れ
を
上
武
氏
の
結
果
（
第
一
表
参
照
）
と
比
較
す
る
と
、
そ
こ

　
に
、
格
段
の
差
異
が
う
か
が
わ
れ
る
。
即
ち
上
武
氏
の
結
果
は
人
格
と
指
導
に
全
反
応
の
九
八
％
が
集
中
し
て
居
る
。
こ
れ
は

　
全
く
の
自
由
作
文
と
構
成
要
素
別
自
由
反
応
と
の
調
査
方
法
の
差
異
か
ら
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
こ
の
差
異
に
つ
い
て
は
今

　
後
更
に
研
究
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

h
、
各
要
素
に
反
応
し
た
因
子
の
種
類
の
数
は
概
し
て
小
学
生
は
少
く
、
高
校
、
大
学
生
は
拡
大
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
点
は
、
上

　
　
現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



第5表の1性に対する回答（％）

現
在
教
師
像
の
研
究

計

数1％

大学2年

数｛％

高校2年

数1％

年
．
％

　学中
　
数

小学6年

数｝％

～＼学校
回答冊数臓

U，i1 11．2

14571　63．1

5781　25．7

2316匝・

1 1．2

421

40

83

50．6

48．　2

　　83

20．　2

55．9

9，5

67，　5

150

414

24．1

100．O

23．　01 179

1262．5

客
亭

64．　6

32．9

100，　Oj 743

4答無

329

104

100．O

53

男教師

女教師
161計

第5表の2年令に対する分析（％）

［
平
均

大
学
生

女男女．
男

　
　
　
女

高
校
生

　
　
　
・
男

皿
中
学
生

男1女

　
　
　
女

小
学
生

　
　
　
　
男

’tg“．

’年令
濠
区分＼＼

校

45

@
3
6
　
1
2
　
5

32

@
4
2
　
2
2
　
5

25

@
3
8
　
2
7
　
1
0

2
1
　
3
8
　
4
1
　
1
0

6
1
　
2
6
　
7
　
6

40

@
3
7
　
1
5
　
5

65

@
2
6
　
8
　
1

48

@
3
4
　
1
6
　
2

39

@
4
8
　
7
　
1

29

@
5
7
　
信
　
1

20　一一　30

31　一一　40

41　一一　50

51以上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

　
　
武
氏
の
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
居
る
。

2
、
教
師
像
の
性
及
び
年
令
別

　
男
教
師
は
小
中
高
及
び
大
学
生
を
通
じ
女
教
師

よ
り
は
圧
倒
的
に
好
評
を
得
て
居
る
。
第
5
表
の

一
に
つ
い
て
見
る
と
男
教
師
六
三
・
一
％
に
対
し

女
教
師
二
五
・
七
％
を
示
し
て
居
る
。
最
も
著
し
い

の
は
中
学
生
で
あ
っ
て
六
七
・
五
％
に
対
し
二
三

％
、
そ
の
反
対
に
大
学
生
は
男
教
師
五
〇
・
六
％

に
対
し
四
八
・
二
％
と
急
速
に
緩
和
さ
れ
て
居
る
。

　
年
令
に
つ
い
て
、
表
5
の
2
の
分
析
表
に
よ
る

と
男
教
師
は
四
二
％
は
三
〇
才
代
、
三
二
％
が
二

〇
三
代
、
女
教
師
は
二
〇
二
代
が
四
八
％
、
三
〇

才
代
が
三
六
％

　
教
師
と
接
触
が
拡
大
さ
れ
て
居
る
大
学
生
は
、

四
〇
三
代
、
五
〇
玉
代
と
減
少
率
が
洵
に
緩
和
さ

れ
て
居
る
こ
と
も
見
の
が
せ
な
い
発
見
で
あ
る
。



　
上
武
氏
は
性
に
つ
い
て
中
学
生
に
は
何
等
の
差
異
も
示
し
て
居
ら
な
い
。
然
し
年
令
に
つ
い
て
は
若
い
先
生
が
望
ま
九
て
居
る
。

高
校
生
は
何
等
特
徴
を
示
し
て
居
な
い
。

第6表の1性格構成内容

（因　子）応反

213i4516171819110111｝121面

容
　
＼
号

内
　
番
　
％

　
　
　
懲

22

100，0

そ
の
他
1
1

6．9

清
　
　
潔

1．8

用
心
深
い

2．5

何
で
も
で
き
る

2，5

こ
わ
い
感
じ

3．1

き
っ
ち
り
す
る

3．1

は
き
は
き
し
て
い
る

親
　
　
切

dr．71－af．7

ユ
ー
モ
ア

5．0

強
　
　
い

8．6

明
　
　
朗

22．4

温
「
し
い
、
や
さ
し
い

小
　
学
　
六
　
年

28

そ
の
他
1
7

t4．21　100，0

真
面
目

公
　
　
平

2，4

ユ
ー
モ
ア

4．31　3．2

潔
　
　
癖

4
． 7

親
し
み
易
い

5．4

親
　
　
切

5．6

理
解
力
あ
る

几
帳
面

1・．・i底．

情
熱
、
熱
心

8．2

や
さ
し
い
、
温
し
い

13．　3

％｝　　　38．5
　　　　　　　　コ　　

訓明

朗

27．　5

中
　
学
　
二
　
年

％

円

100．O

そ
の
他
8

4．1

威
厳
あ
る

意
志
強
固

1．51 1．4

潔
　
　
癖

2．1

真
面
目

親
　
　
切

2．8［　2．2

活
　
　
発

2．7

誠
　
　
実

3．4

情
熱
、
熱
心

5．6

兀
帳
面

や
さ
し
い
、
温
し
い

明
　
　
朗

10．　6

高
校
　
二
　
年

％ ［30．OI23．6

22

100．O

そ
の
他
8

5．5

神
経
質

uo

よ
く
し
や
べ
る

Ll

公
明
正
大

2．0

あ
り
の
ま
ま

活
発
、
積
極
性

誠
　
　
実

3．01　4．01　4．2

几
帳
面

親
　
　
切

6．2L　3．4

　’

や
さ
し
い
、

　
　
　
　
　
’
4

温
し
い

情
熱
、
熱
心

明
　
　
朗

　　　1
　　　　　　　　　

32．1i26．2

　　　）

大
　
学
　
二
　
年

現
在
教
師
像
の
研
究

七
五



　
　
　
現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

3
、
要
素
の
分
析
－
教
師
像
構
成
要
素
の
因
子

　
a
、
教
師
の
人
格
・
性
格
要
素

　
第
6
表
の
一
が
示
す
如
く
、
小
学
生
の
指
摘
す
る
八
○
％
近
く
が
、
や
さ
し
い
、
明
朗
、
強
い
と
云
う
因
子
。
中
学
生
は
明
朗
、

や
さ
し
い
、
情
熱
・
熱
心
、
几
帳
面
、
理
解
力
、
高
校
生
は
中
学
生
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
居
る
が
、
第
一
因
子
明
朗
、
や
さ
し
い

の
因
子
が
特
に
強
い
。
こ
の
傾
向
は
大
学
生
に
於
て
も
殆
ん
ど
変
っ
て
居
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
の
発
見
で
は
中
学
生
以
上
は
、
明
朗
が
第
一
因
子
で
や
さ
し
い
、
温
し
い
の
因
子
は
小
学
生
が
最
も
強
い
。

　
第
2
表
に
依
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
親
切
、
親
し
み
易
い
の
因
子
は
上
武
氏
の
結
果
と
は
そ
の
比
重
が
異
っ
て
居
る
。
然
し
、
明

朗
、
や
さ
し
い
の
因
子
に
つ
い
て
は
］
致
し
て
居
る
。

　
既
に
自
明
の
如
く
、
小
学
生
に
於
て
「
強
い
」
、
大
学
生
に
於
て
「
神
経
質
」
「
よ
く
し
や
べ
る
」
の
如
き
、
余
り
か
ん
ば
し
く
な

い
因
子
も
現
わ
れ
て
来
て
居
る
。
こ
れ
は
、
　
「
あ
の
先
生
」
と
云
う
具
体
性
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
事
が
判
然
と
し
て
居
る
。

　
b
、
教
材
の
消
化

　
第
6
表
の
2
に
依
っ
て
概
観
す
る
と
、
教
材
の
熟
知
は
圧
倒
的
高
率
で
、
こ
れ
は
教
師
の
生
命
で
あ
る
と
痛
感
す
る
。
こ
＼
で
も

見
の
が
せ
な
い
事
は
、
「
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
」
、
　
「
知
ら
な
い
で
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
又
は
「
サ
ボ
リ
屋
だ
つ
た
」
と
云
う

が
如
き
反
応
が
、
小
巾
高
大
の
各
層
の
学
習
者
に
よ
っ
て
赤
裸
々
に
表
示
さ
れ
て
居
る
。

　
c
、
教
育
情
熱
・
熱
心

　
生
徒
学
生
に
と
り
、
　
「
私
を
理
解
し
て
下
さ
る
先
生
」
は
、
殆
ん
ど
例
外
な
く
八
○
％
を
上
ま
わ
っ
て
居
る
こ
と
は
、
教
育
活
動



第6表の2　教材のマステリー

子因

51計

7

100．O

9

そ
の
他
3

1
1
「
4
轄
り
智
な
か
つ

』．
4

3．5

＝
そ
の
他
5

＝
　
　
　
…

と
　
　
　
　
ド

＝
と
も
あ
っ
た

「
知
ら
な
い
で
固
る
こ

一

2．71 4．3　1100．0

14

100．D

10

か
つ
た

あ
ま
り
知
っ
て
い
な

5．1

3
睡
蘭
灯

2
　
　
ま
あ
普
通

1
　
　
よ
く
知
っ
て
い
た

3．5

　

一
べ
る

＝
知
ら
な
い
と
す
ぐ
研

2．5

3
．

　
　
　
普
通
で
あ
っ
た

一
6

』
　
　
　
よ
く
知
っ
て
い
た

」
8
3

燦
　　x≠生
及び％

小
　
　
学
　
　
生
　
　
％

中
　
　
学
　
　
生

　　　　L
82．4　i　8．1％

2．4

つ
て
い
た
　
　
　
　
　
　
’
4

関
係
科
目
も
よ
く
知
　
　
2

普
通
で
あ
っ
た

よ
く
知
っ
て
い
た

高
　
　
校
　
　
生

5．584．　6％

12

100．　O

そ
の
他
8

サ
ボ
リ
屋

ど
ち
ら
か
と
云
え
ば

す
す
め
た

私
共
に
研
究
を
よ
く

く
知
っ
て
い
た

専
門
外
の
こ
と
も
よ

熟
　
　
知

大
　
　
学
　
　
生

2．71．42．03．290．7％

の
本
質
的
因
子
だ
け
に
、
正
確
に
表
れ
て
居
る
。
　
「
何
と
な
く
ひ
か
れ
る
」
、
　
「
忘
れ
ら
れ
な
い
先
生
」
、
　
「
不
親
切
が
忘
れ
ら
れ
な

い
が
よ
い
先
生
で
あ
っ
た
」
、
「
そ
の
時
は
嫌
っ
た
が
、
今
に
な
る
と
あ
の
先
生
の
お
か
げ
で
私
の
今
日
は
あ
る
」
と
云
う
よ
う
な
反

応
が
、
特
に
高
校
生
、
大
学
生
に
率
は
低
い
が
数
多
く
あ
る
。

　
上
武
氏
の
指
導
に
関
す
る
も
の
の
項
に
、
　
「
よ
く
教
え
る
、
親
切
に
教
え
る
、
熱
心
に
教
え
る
」
又
は
「
理
解
の
あ
る
」
と
し
て

次
の
数
値
が
表
示
さ
れ
て
居
る
。
　
（
表
2
を
参
照
）

　
　
　
現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
現
在
教
師
像
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
六
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
二

　
教
え
る
こ
と
　
　
　
二
四
・
六
四
％
　
　
　
　
＝
丁
九
七
％

　
理
解
の
あ
る
　
　
　
　
　
　
・
五
⊥
ハ
％
　
　
　
　
　
五
・
九
八
％

わ
れ
わ
れ
の
発
見
と
右
の
数
値
を
対
照
す
る
と
余
り
に
も
低
い
。

二〇
e　　－

iO／O％

高

七
八

第6表の3教育情熱b理解

子因燦難嘆＼P
及び％＼~1 2 3 4 5 6 了　計

6

100．O

れ
た
　
　
　
　
　
　
　
4

熱
情
に
ひ
き
つ
け
ら
　
　
0

ら
な
い

私
の
こ
と
全
部
は
知

れ
た
何
で
も
骨
折
っ
て
く

れ
た
よ
く
元
気
づ
け
て
く

何
で
も
相
談
出
来
た

2，24．14．26．1

　
　
　
　
　
　
　
　
司

獣
藻
よ
く
舞
謡

小
学
　
6
　
年

％

そ

の

他

　　　　126

1，5　1100，0

も
あ
っ
た
　
　
　
　
　
2

私
を
知
ら
な
い
こ
と
　
　
一

忘
れ
ら
れ
な
い
先
生

2．　0

て
い
た

ク
ラ
ス
全
体
を
考
え

つ
て
く
れ
た

私
の
こ
と
を
よ
く
や

　
し
た

　
私
を
知
る
た
め
努
力

｝
一

2．1

17

そ
の
他
　
1
1

何
と
な
く
引
か
れ
た

忘
れ
ら
れ
な
い

熱
心
に
動
か
さ
れ
た

’一“ @1
8．ol　4．1

f

　
　
　
　
　
　
　
　
　

獣
議
よ
く
理
解
脳

中
学
2
年
　
房

　
　
　
　
　
　
　
　
…

み
ん
な
好
い
て
い
た

100．O3．0．7 1．03．53．2

れ
た
ど
こ
迄
も
や
っ
て
く

7．1

群
議
よ
く
轟
船

出
　
校
　
2
　
年
　
　
％

20

そ
の
他
　
1
4

い親
切
が
忘
れ
ら
れ
な

た希
望
を
与
え
て
く
れ

な
っ
た

私
の
為
め
に
犠
牲
に

努
力
ク
ラ
ス
全
体
を
知
る

私
を
知
る
努
力

100．O3．001．15．22．3
s．21　3．1

税
怒
謙
よ
く
理
解
馴

大
学
　
2
　
年

％



第6表の4指導能力と技術

子因

21314151計
濃

3

100．O

あ
ま
り
上
手
で
な
い

4．4

ま
あ
普
通

上
手
だ
つ
た

小
　
学
　
6

年

／％

IL－

lgl．31　4．3

8

そ
の
他
4

99．12．9

き
び
し
い

1．0

方熱
の
こ
も
っ
た
教
え

1．0

普
通

10．0

極
め
て
上
手

86．1

中
　
学
　
2
　
年

％

5

100．O

個
人
指
導
が
上
手

10．2

楽
し
い
学
習

2．4

協
同
研
究
の
方
法

教
材
完
全
消
化

61　3．641．

教
え
た
　
　
　
　
　
　
2

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
　
　
4
2

高
校
2
　
年

％

4

100．O

む
し
ろ
下
手

訓

普
通

i4・s

野
人
生
活
指
導

極
め
・
て
上
手

　　1

89．2j　5．0

大
　
学
　
2
　
年
　
　
％

第6表の5　研　究　態　度

子因

2「3i415　言十

　
　
れ
　
ち

納
♪
飾

6

oo．o

そ
の
他
6

余
り
勉
強
し
な
い

　1
4．6「7一ユ’

べ
て
来
た

次
の
日
に
は
必
ず
調

6．1

何
で
も
研
べ
た

9．5

よ
く
勉
強
し
て
い
た

小
学
　
6
　
年

72．1．
％

9

100．O

そ
の
他
　
5

3
． 7

余
り
し
な
い

2．0

・
く
小
説
は
読
ん
だ
蕊

な
か
っ
た
　
　
　
　
　
溶

教
材
以
外
は
余
り
し
　
6

熱
心
だ
つ
た

81．2

中
　
学
　
2
　
年

％

8

100．O

そ
の
他
4

1．4

余
り
し
な
い

1．1

　
　
　
　
　
　
「
引

つ
た

次
の
日
に
研
べ
て
あ
　
［
3

笹
七
半
よ
≦

非
常
に
勉
強
し
た

高
校
2
　
年

83．5110．9％

10

100．O

そ
の
他
6

経
験
を
重
し
た

書
し
た

時
間
さ
え
あ
れ
ば
読

2．ll　1．92．1

い
た一
般
教
養
を
つ
け
て

専
門
科
目
は
完
全

大
学
2
　
年

％ i88．81　2．0

現
在
教
師
像
の
研
究

七
九



　
　
　
現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

　
然
し
乍
ら
、
上
武
氏
は
重
視
さ
れ
る
条
件
の
学
年
的
変
化
と
し
て
、
中
、
高
校
生
に
及
ん
で
、
「
よ
く
教
え
る
」
、
「
理
解
の
あ
る
」
、

「
よ
く
相
談
に
の
る
」
が
強
く
出
さ
れ
て
居
る
こ
と
も
見
の
が
せ
な
い
点
で
あ
る
。

　
d
、
指
導
技
術
及
び
能
力

　
第
6
表
の
4
で
明
か
な
如
く
「
欝
乎
な
指
導
、
教
材
の
完
全
消
化
を
目
指
し
て
の
指
導
」
と
教
育
活
動
の
現
実
を
支
え
る
も
の
だ

け
に
、
良
き
教
師
は
こ
の
因
子
を
消
化
す
る
こ
と
は
第
一
の
修
養
で
あ
る
。

味第6表の6趣

子因

21314151617181計
なI　
l

いh4

外
国
語

・1緬』0
3．2

教
育
的

3．3

科
学
的

4，2

工
芸
農
芸

文
学
的

芸
術
的

な
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e
、
研
究
態
度

　
第
6
表
の
5
で
自
明
の
如
く
、
「
よ
く
勉
強
し
て
い
た
」
、
「
専
門
科
目
は
常
に
完
壁
で
あ
っ
た
」
の
反
応
は
圧
倒
的
高
率
、
特
に
大

学
生
に
及
ん
で
は
殆
ど
九
〇
％
を
示
し
て
居
る
。
研
究
す
る
の
は
直
ち
に
自
己
研
修
で
あ
り
、
良
き
教
師
に
直
通
す
る
道
路
で
も
あ
る
。

　
f
、
趣
　
　
　
　
味

第6表の7　一　般　教　養

子因漁
及び％＼「123i415［61718「gl計

3

100．O　甘　　　　　　1

　　　　　1

わ
か
ら
ぬ

38．　01

低
　
　
い

8．1

普
　
　
通

ゆ
た
か
小
学
6
年
％ 133・　5i20．　4）

Lr－i－T1

　
　
　
　
　
』

2
1
　
　
　
鵬

わ
か
ら
ぬ

2．0

低
　
　
い

14．0

多
趣
味

2．5

文
学
的

8．7

芸
術
的

10．0

広
い
知
識
　
　
　
颪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
験
ゆ
た
梱
ー
ー
耐

普
　
　
通

豊
　
　
富

15

100．O

わ
か
ら
ぬ

1．0

低
　
　
い

2．5

普
通
入

知
　
　
的

宗
教
的

博
　
　
学

9．　81　6．　Oi　4．　3i　2．7

38．1112．6

中
学
2
　
年

％

経
験
充
分

18．0

豊
　
　
富

55．7

高
校
2
年
％

15

100・Oi

余
り
な
い

外
国
語

　
　
刎

－
．
一
　
9
5
－

　
　
2

創
造
性
豊
か

4．4

多
趣
味

5．1

文
芸
性

宗
教
的

＝f
6．Oi　5．2

い
た
努
力
し
身
に
つ
け
て

豊
　
　
富

68．51　6．2

大
学
2
年
％

現
在
教
師
像
の
研
究
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現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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他
の
要
素
と
異
っ
て
極
め
て
広
範
囲
に
亘
っ
て
居
る
点
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
教
養
が
な
い
と
は
っ
き
り
印
象
を
表
現
し
て
居

る
点
も
特
徴
と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
g
、
一
　
般
　
教
　
養

　
こ
、
で
目
立
つ
こ
と
は
小
学
生
が
「
わ
か
ら
ぬ
」
が
、
三
三
・
五
％
の
高
率
を
示
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
又
、
教
養
が
な
い
又

は
低
い
と
き
つ
ば
り
表
現
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
又
、
高
、
大
学
生
に
な
る
と
、
努
力
し
て
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
、
宗
教
的
、

文
芸
的
、
創
造
性
と
云
う
が
如
き
因
子
が
二
〇
％
に
も
及
ん
で
居
る
。
こ
の
傾
向
は
上
武
氏
の
場
合
と
も
一
致
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
考
　
　
　
察

　
1
、
第
3
表
に
示
し
た
如
く
、
回
答
し
な
か
っ
た
被
験
者
が
、
小
学
児
童
は
二
五
％
、
四
〇
名
、
中
学
生
は
一
九
％
、
二
五
三
名
、

高
校
生
は
五
％
、
三
七
名
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
四
三
〇
名
の
う
ち
高
校
生
の
一
一
名
を
除
い
て
全
部
が
記
名
に
し
て
、
そ
の
回

答
内
容
は
抽
象
的
な
も
の
で
、
そ
の
大
部
分
は
、
質
問
3
の
項
で
「
僕
に
は
良
い
先
生
は
な
か
っ
た
」
、
「
女
の
先
生
は
二
〇
才
と
四

〇
才
で
、
男
の
先
生
は
色
々
あ
っ
た
」
の
如
く
表
現
し
て
居
る
。
又
、
質
問
9
で
「
良
い
先
生
な
ん
て
僕
は
な
い
ん
だ
か
ら
わ
か
ら

な
い
」
と
書
い
て
あ
る
。
勿
論
、
学
校
生
活
の
期
間
と
云
う
こ
と
は
、
こ
＼
に
於
て
は
当
然
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
高
校
生
の
五

％
が
過
去
＝
年
間
の
学
校
生
活
に
於
て
、
自
己
を
知
っ
て
く
れ
て
居
る
先
生
が
な
い
。
又
自
分
が
心
を
開
い
て
相
談
に
行
く
先
生

を
持
た
な
か
っ
た
と
云
う
、
こ
の
事
実
は
見
の
が
す
べ
く
余
り
に
ゆ
ゆ
し
い
教
育
問
題
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
等
教
育
不
具
児
は

ケ
ー
ス
研
究
を
要
す
る
対
象
で
あ
り
、
担
任
教
師
の
重
荷
と
な
っ
て
居
る
生
徒
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
同
時
に
、



学
校
教
育
者
の
連
帯
責
任
で
で
も
あ
る
。

　
2
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
で
は
、
は
じ
め
か
ら
教
師
像
を
八
個
の
要
素
の
観
点
か
ら
因
子
分
析
を
し
た
事
は
餐
当
で
あ
っ
た
。
比
較

研
究
を
手
ば
な
し
で
す
る
に
は
、
そ
の
根
拠
に
無
理
は
あ
る
が
上
武
氏
の
結
果
は
、
人
格
、
指
導
及
び
能
力
、
学
識
に
集
中
し
て
い

て
、
他
の
面
は
極
あ
て
稀
薄
で
あ
る
。
特
に
一
般
教
養
、
教
材
、
教
育
精
神
に
対
す
る
反
応
等
は
、
本
質
的
要
素
で
あ
る
に
か
か
わ

ら
ず
、
比
重
か
ら
見
る
と
軽
い
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
結
果
を
見
る
と
、

　
　
　
　
1
、
性
格
・
人
格

　
　
　
　
2
、
教
材
の
マ
ス
テ
リ
ー

　
　
　
　
3
、
教
育
精
神

　
　
　
　
4
、
指
導
方
法

　
　
　
　
5
、
自
己
研
修
の
態
度

　
　
　
　
6
、
趣
　
　
味

　
　
　
　
7
、
一
般
教
養
・
知
識

の
順
を
示
し
、
特
に
大
学
生
に
な
る
と
人
格
要
素
は
絶
対
性
を
持
ち
、
小
・
中
・
高
校
生
に
は
教
育
精
神
、
即
ち
理
解
と
愛
情
が
第

一
要
素
と
し
て
登
場
し
て
居
る
。
　
（
第
4
表
参
照
）

　
わ
れ
わ
れ
は
、
既
に
ケ
ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
や
正
木
氏
の
演
繹
的
方
法
に
依
る
像
を
吟
味
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
理
想
像

は
、
わ
れ
わ
れ
が
用
い
た
帰
納
的
方
法
に
依
っ
て
得
た
像
と
を
対
比
す
る
時
、
そ
こ
に
極
あ
て
安
当
な
相
関
関
係
の
あ
る
こ
と
を
発

　
　
　
現
在
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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現
在
教
師
像
の
研
究
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見
す
る
の
で
あ
る
。

　
3
、
学
校
教
育
に
於
い
て
は
、
女
教
師
よ
り
男
教
師
の
方
が
好
評
を
得
て
居
る
。
　
（
第
5
表
の
1
参
照
）
就
中
、
中
学
生
時
代
は

そ
の
男
女
を
問
わ
ず
、
男
教
師
に
つ
い
て
居
る
。
そ
れ
が
大
学
生
に
な
る
と
非
常
に
緩
和
さ
れ
殆
ん
ど
そ
の
差
は
認
め
ら
れ
な
い
と

云
う
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
更
に
研
究
の
必
要
が
あ
る
が
、
冊
子
分
析
に
現
わ
れ
た
処
を
見
る
と
、
中
学

生
の
場
合
に
は
、
　
「
同
じ
に
行
動
す
る
」
、
「
一
緒
に
勉
強
す
る
」
等
に
、
又
大
学
生
に
な
る
と
「
信
頼
出
来
る
」
、
「
尊
敬
す
る
」
、

「
二
重
人
格
で
な
い
」
、
「
学
問
的
充
実
」
等
に
依
っ
て
居
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
4
、
教
師
の
年
令
の
要
素
は
、
二
〇
代
三
〇
代
の
教
師
が
圧
倒
的
に
各
学
年
を
通
じ
受
け
ら
れ
て
居
る
。
性
と
同
じ
よ
う
に
、
年

令
に
つ
い
て
も
、
大
学
生
に
な
る
と
急
に
四
〇
代
、
五
〇
代
と
変
化
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
居
る
。
年
令
に
対
す
る
生
徒
学
生
の
理
由

も
性
に
対
す
る
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ベ
ル
の
研
究
が
示
す
よ
う
に
女
子
の
一
四
才
（
中
学
二
年
）
男
子
の
一
六
才
（
高
校
一
年
）
が
学
校
教
師
か
ら
最
も
強
い
感
化
を

受
け
る
時
期
と
云
う
事
実
に
照
ら
す
と
教
．
師
の
性
及
び
年
令
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
事
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
5
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
、
各
被
験
者
の
具
体
的
対
象
に
つ
い
て
の
資
料
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
集
っ
た
資
料
も
極
め
て
自
然
の
も

の
で
、
必
ず
し
も
絵
に
か
い
た
ぼ
た
餅
式
の
完
全
理
想
画
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
像
構
成
の
八
要
素
の
各
々
の
因
子
分
析
に
よ

く
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。
あ
の
先
生
は
、
「
よ
く
し
や
べ
る
」
、
「
神
経
質
」
、
六
年
生
に
は
、
　
「
あ
の
先
生
は
強
い
（
腕
力
の
意
味
）
」
と

云
う
が
如
き
因
子
で
あ
る
。
即
ち
、
教
師
像
に
は
、
お
お
よ
そ
不
合
理
で
且
つ
望
ま
し
く
な
い
因
子
も
数
多
く
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
全
体
的
に
は
、
演
繹
的
方
法
に
よ
る
教
師
像
は
極
め
て
接
近
し
た
像
が
描
か
れ
て
居
る
こ
と
は
、
注
目
に
価
す
べ



き
現
象
で
あ
り
、
唐
沢
氏
の
指
摘
し
た
「
現
代
に
は
教
師
像
は
な
い
よ
う
だ
」
と
は
反
対
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
と
は
云
う
も
の
＼
、

児
童
生
徒
に
与
え
る
教
師
像
の
持
主
は
量
的
基
礎
に
立
つ
な
ら
ば
、
唐
沢
氏
の
指
摘
現
象
は
正
確
と
も
考
え
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
こ
れ
等
の
問
題
は
正
に
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
要
　
　
　
　
　
約

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
攻
究
問
題
に
応
え
る
こ
と
に
す
る

一
、
教
師
像
構
成
要
素
の
順
位
に
つ
い
て

　
a
、
教
師
の
人
と
な
り
が
第
一
要
素
で
あ
り
、
第
二
位
は
、
教
材
消
化
と
学
習
者
を
理
解
し
愛
す
る
態
度
・
情
熱
で
あ
り
、
第
三

位
は
教
え
方
上
手
、
第
四
位
が
教
師
の
自
己
研
修
即
ち
研
究
態
度
の
真
説
性
、
第
五
位
は
趣
味
の
豊
か
な
先
生
、
そ
し
て
最
後
に
博

い
教
養
と
知
識
要
素
で
あ
る
。

　
h
、
学
習
者
の
心
身
発
達
の
過
程
に
よ
り
、
こ
の
順
位
に
相
当
の
開
き
が
あ
る
。
即
ち
小
中
高
校
生
の
一
位
は
学
習
者
を
理
解
す

る
教
師
、
愛
情
に
燃
え
る
先
生
。
大
学
生
に
は
人
格
性
格
の
す
ぐ
れ
た
先
生
が
圧
倒
的
に
強
い
。

　
c
、
上
武
氏
の
結
果
と
比
較
す
る
時
、
教
師
の
人
格
、
指
導
及
び
教
材
に
就
い
て
は
一
致
し
て
居
る
。
但
し
上
武
氏
の
結
果
は
、

人
格
及
び
指
導
の
要
素
が
圧
倒
的
で
あ
る
に
比
し
、
わ
れ
わ
れ
の
結
果
は
全
面
的
に
比
重
が
か
＼
り
、
首
位
と
尾
位
の
差
が
僅
か
二

〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
研
究
方
法
の
妥
当
性
に
関
し
更
に
検
討
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
d
、
反
応
因
子
の
種
類
の
数
は
小
学
生
か
ら
大
学
生
に
立
っ
て
拡
大
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
往
の
研
究
と

　
　
　
現
」
在
教
師
像
の
研
究
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教
師
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ほ
ぼ
一
致
し
て
居
る
。

2
、
性
及
び
年
令
別
に
つ
い
て

　
a
、
被
験
者
全
員
を
通
じ
男
子
教
師
六
三
％
に
対
し
女
子
教
師
二
六
％
。

　
b
、
大
学
生
は
性
の
区
別
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
c
、
年
令
に
つ
い
て
は
、
四
〇
才
量
、
二
〇
才
弁
で
は
女
教
師
が
強
く
、
三
〇
才
代
で
は
男
子
教
師
が
強
く
影
響
し
て
居
る
。

　
d
、
こ
＼
で
注
目
す
べ
き
は
大
学
生
は
教
師
の
年
令
が
進
む
に
つ
れ
、
学
生
の
方
は
小
中
学
と
異
な
り
、
・
そ
の
減
少
傾
向
が
緩
和

さ
れ
て
居
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
人
格
を
第
一
要
素
と
す
る
大
学
生
に
は
当
然
の
帰
結
と
も
考
え
ら
れ
る
。

3
、
各
要
素
の
因
子
分
析
に
つ
い
て

　
a
、
教
師
の
性
格

　
　
各
学
年
を
通
じ
て

　
　
　
や
さ
し
い
性
格
　
　

明
朗

　
　
　
熱
心
・
熱
情
　
　
　
　
　
　
几
帳
面

　
　
　
親
　
　
切
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
し
み
易
い

等
の
因
子
が
最
も
強
く
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。

　
b
、
教
材
の
消
化

　
教
え
る
事
柄
を
よ
く
知
っ
て
居
る
の
は
全
回
答
を
通
じ
て
八
五
％
、
大
学
生
は
九
〇
・
七
％
を
示
し
て
居
る
。



　
c
、
教
育
　
情
　
熱

　
こ
、
で
最
も
顕
著
な
現
象
は
、
　
「
あ
の
先
生
は
私
を
一
番
よ
く
理
解
し
て
呉
れ
て
居
た
」
の
反
応
が
、
全
体
を
通
じ
て
八
○
％
を

上
ま
わ
っ
て
居
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
「
忘
れ
ら
れ
な
い
」
、
「
不
親
切
が
よ
か
っ
た
」
、
「
あ
の
時
は
嫌
い
だ
つ
た
が
今
に
な
っ
て
見
る

と
矢
張
り
あ
の
先
生
が
一
番
私
の
た
め
に
な
っ
た
」
又
は
、
「
私
の
今
日
あ
る
の
は
あ
の
先
生
の
お
か
げ
だ
」
と
云
う
が
如
き
反
応

が
多
か
っ
た
。

　
d
、
指
導
が
上
手

　
こ
れ
は
、
教
材
消
化
と
平
行
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
良
き
教
師
の
第
一
件
で
あ
る
。

　
e
、
教
師
の
研
究
態
度

　
教
育
活
動
の
中
心
は
教
材
と
方
法
に
託
し
て
勉
強
す
る
。
即
ち
価
値
的
な
も
の
を
味
い
、
創
り
出
す
事
に
依
っ
て
、
そ
の
性
格
、

人
格
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
活
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
教
師
の
勉
強
態
度
が
如
何
に
学
習
者
に
影
響
を
与
え
る
か
と

云
う
こ
と
は
余
り
に
自
明
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
が
自
己
研
修
、
即
ち
た
ゆ
ま
ざ
る
成
長
を
意
味
す
る
。
特
に
大
学
生
に
な
る
と
自

己
の
専
門
科
目
に
対
す
る
研
究
と
云
う
こ
と
は
殆
ん
ど
八
八
％
を
示
し
て
居
る
。

　
f
、
趣
味
の
広
範
囲
を
指
摘
し
て
居
る
が
、
こ
れ
は
人
格
の
綜
合
性
の
原
理
か
ら
す
る
と
、
一
般
教
養
に
も
通
ず
る
事
柄
で
あ
り
、

極
め
て
自
然
の
姿
で
あ
る
。

　
g
、
一
　
般
　
教
　
養

　
こ
の
要
素
で
目
立
つ
因
子
は
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八
八

　
　
「
わ
か
ら
ぬ
」
1
特
に
小
学
生
が
三
八
％
を
示
し
て
居
る
。

　
　
「
努
力
し
て
い
た
」
大
学
生
・
六
％
。

　
　
「
宗
教
的
」
高
校
、
大
学
生
が
各
・
六
％
等
。

で
あ
る
。

　
以
上
の
結
果
を
既
往
研
究
成
果
に
対
比
し
て
見
る
と
き
、
差
異
を
示
し
て
居
る
も
の
は
次
に
要
約
出
来
る
。
即
ち

　
一
、
教
師
像
構
成
要
素
の
比
重
に
差
が
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。

　
2
、
大
学
生
に
な
る
と
教
師
の
性
及
び
年
令
に
つ
い
て
は
小
・
中
・
高
校
校
生
と
は
頗
る
異
っ
た
反
応
を
示
し
て
居
る
。

　
3
、
現
代
教
師
像
は
理
想
的
な
因
子
の
み
で
な
く
、
人
間
的
現
実
性
を
多
分
に
含
ん
で
居
る
こ
と
。

で
あ
る
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こ
こ
で
は
教
授
能
率
に
つ
い
て
五
つ
の
質
問
に
対
す
る
高
校
生
の
答
を
扱
っ
た
も
の
で
、
教
授
能
率
に
つ
い
て
教
師
の
順
位
と
他
の
質
問

　
　
　
結
果
と
の
相
関
係
数
は
、
○
・
七
三
七
1
0
・
八
九
三
で
、
最
も
高
い
も
の
は
教
師
に
対
す
る
好
嫌
と
教
授
評
価
と
の
係
数
で
あ
る
。
又
、

　
　
　
生
徒
評
価
と
視
学
官
の
そ
れ
と
の
相
関
は
、
○
・
五
六
三
。
教
師
同
志
間
の
評
価
と
生
徒
と
の
相
関
は
○
・
六
六
二
を
示
し
て
居
る
。
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現
在
教
師
像
の
研
究

　
　
（
こ
の
文
献
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
教
師
養
成
研
究
会
叢
書
第
二
輯
五
〇
1
五
二
頁
に
よ
る
）

（
1
9
）
　
佐
藤
幸
治
「
青
年
学
生
の
観
た
る
理
想
の
教
師
」
、
実
験
心
理
学
研
究
第
二
巻
葉
輯
　
　
一
九
三
二

（
2
0
）
　
そ
の
主
な
も
の
を
年
代
順
に
あ
げ
る
と
、

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

b ag f　　e　　d　　c沢
田
慶
輔
「
講
座
教
師
の
心
理
e
」
児
童
心
理
第
八
巻
三
号
一
九
五
四
、

上
武
正
二

上
武
正
二
前
掲
（
註
2
0
d
）
六
二
頁

九
〇

昭
和
二
二
年
、
石
三
次
郎
、
「
教
師
論
、
好
か
れ
る
教
師
嫌
わ
れ
る
教
師
」
児
童
心
理
第
一
巻
一
〇
号

昭
和
二
三
年
、
教
師
養
成
研
究
会
叢
書
第
二
輯
　
学
芸
図
書

昭
和
二
四
年
、
大
竹
誠
、
「
良
い
教
師
の
条
件
に
つ
い
て
」
児
童
心
理
第
三
巻
一
〇
号

昭
和
二
五
年
、
上
武
正
二
「
児
童
、
生
徒
の
教
師
観
の
変
動
」
児
童
心
理
第
四
巻
ゴ
一
号

昭
和
二
五
年
、
佐
藤
幸
治
、
野
辺
地
正
之
「
中
等
学
校
生
徒
と
教
師
」
児
童
心
理
第
四
巻
一
二
号

昭
和
二
五
年
、
友
田
不
二
男
「
青
年
と
教
師
」
「
青
年
心
理
」
第
一
巻
一
号

昭
和
二
六
年
、
堀
内
敏
夫
「
青
年
と
教
師
と
の
関
係
」
青
年
心
理
第
二
巻
一
号
そ
の
他
に
も
、
阪
本
氏
、

注
目
に
価
す
る
研
究
が
あ
る
。
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1
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）

　
　
　
前
掲
（
註
2
0
d
）

葛
谷
氏
、
大
学
卒
論
等
で

（
本
学
教
授
　
哲
学
博
士
　
教
育
学
）


